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第２５回江府町農業委員会総会会議録 

招集年月日 平成２８年７月８日（金） 

招 集 場 所 江府町防災・情報センター 

 

開   会 午後 １時３０分    会長宣言 

 

出席委員（１１人） 

   １番 中田  泰      

２番 見山  收    ９ 番 清水 干城 

３番 宇田川 潔    １０番 石原 一男 

４番 松原 憲治    １１番 一二三八郎 

５番 長尾  保    １２番 上前 梅夫 

６番 宇田川 保    １３番 川上 博久 

 

 

欠席委員（２人）     

   ７番 谷口 一郎    ８ 番 佐藤  誠 

 

   職員及び関係者 局 長 下垣 吉正 

  主 査 松原 順二 

 

１．議長は本日の議事日程を下記のとおり報告した｡ 

 

第１号議案  農用地利用集積計画（案）について 

第２号議案  農業振興地域整備計画の変更に係る意見具申について 

第３号議案  農地法第３条の規定による許可申請について 

 

 

２．議事についての記録は末尾のとおり｡ 

 

開   議  午後 １時３０分 

 

会議録署名委員の決定 

議長、会議に先立ち下記のとおり署名委員を指名する。 

  

      １番委員  中田  泰    ５番委員  長尾  保 

 

 



2 

 

局 長： 皆さんお忙しい所お集まりいただきましてありがとうございます。それでは第２５回

江府町農業委員会総会を開催いたしますので、審議の方よろしくお願いします。 

 

会 長： 皆さんこんにちは。なかなか梅雨が明けません足元の悪い中、ご足労頂きましてあり

がとうございます。今日の２５回総会の議題はあまり沢山ではございませんけれども、

その他がちょっとあります。先般、農業会議の森井参与に講演をしていただいた時に、

今年は８月頃から農地パトロール農地利用状況調査、利用意向確認をしなければならな

いという話もありました。もう１つ農地最適化利用推進委員のあり方、農政部会の方で

中心になって案を作っていただくことに成っておりますが、若干資料等も付けてありま

すので、それも合わせて議論して頂けたらと思います。よろしくお願いします。 

 

議 長： 総会審議に入りたいと思います。今日の欠席通告でございますが、谷口委員と佐藤委

員の２名が欠席でございます。１１名ですので会議は成立いたします。まず、議事録署

名委員及び会議書記の指名を行いたいと思います。議長より指名させていただく事に異

議はございませんか。 

 

委 員： はい。（全員） 

 

議 長： ありがとうございます。それでは議事録署名委員は１番の中田委員さん、５番の長尾

委員さんにお願いをいたします。本日の会議書記は事務局を指名いたします。それでは

議案第１号「農用地利用集積計画（案）について」を議題とします。事務局より説明を

お願いします。 

 

事務局： お手元の総会資料３ページ目以降をご覧ください。農地利用集積（案）として提出

がありました農地が４筆、９，２０５㎡ほどです。２件の方になります。詳しくは５

ページ目をご覧ください。吉原の○○様と○○○にお住いの○○様との利用権設定で

す。新規と記載してありますが、４月まで同じ方で利用権設定されております。空白

期間ができたために新規扱いになっておりますが、実際には更新でございます。○○

様は高齢ではございますが、引き続き５年間の利用権設定の申請をされています。も

う一方が、大河原の○○○○様と○○○○○様、○○○○○様の旦那様が昨年亡くな

られ、そこの農地を○○様が借りられて４年間、中山間地域等直接支払制度に合わせ

てとのことと思います。これは新規でございます。それぞれ○○様、○○様の状況に

ついては、９ページ目に農業経営の状況等に記載されております。○○様は引き続き

水稲を中心に１兆程耕作されておられます。高齢ではございますが引き続き耕作され

ておられます。○○様におれましても、多くの農地の貸し借りをされており、農地を

増やされ３ｈａほど耕作されているという状況でございます。農用地利用集積案につ

いては以上でございます。 
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議 長： それでは、委員の方からコメントをお願いしたいと思います。８０番は清水委員さん

お願いします。 

 

９ 番： はい。事務局からの説明があった通りで、再設定であります。一つよろしくお願いい

たします。 

 

議 長： ８１番は長尾委員さん、お願いします。 

 

５ 番： 昨年、○○○○さんが亡くなられました。○○さんが去年は米を作っておられ、ちょ

うど中山間直接支払の設定の事もあった訳ですが、○○さんが受けるということとなり

ました。今年の春から水稲を作っておられます。○○さんから○○○さんへの相続登記

が終わったので、事前に話し合いで作っておられたのですけれども、改めて設定が出来

たということです。よろしくお願いします。 

 

議 長： ありがとうございます。それでは、第１号議案につきまして質疑に入りたいと思いま

すが。何かありますか。 

 

委 員： 異議無し。 

 

議 長： ありませんか。それでは１号議案、農町地利用集積計画（案）について賛成の方は挙

手をお願いします。 

 

委 員： （全員挙手） 

 

議 長： ありがとうございます。全員賛成ですので、原案通り承認したいと思います。 

     続きまして、議案第２号「農業振興地域整備計画の変更に係る意見具申について」を

議題とします。事務局お願いします。 

 

事務局： 失礼いたします。１０ページ目以降をご覧頂ければと思います。農業振興地域整備計

画の変更について意見具申の依頼がありましたので、議案に挙げております。内容につ

きましては１１ページ、１２ページをご覧ください。下安井地内の○○○様、以前、養

鶏を営んでいらっしゃった方です。下安井集落から洲河崎よりの自宅裏の方です。○○

○様は９０歳を超える高齢の方です、自宅裏に墓地が有りますが、こちらの墓地が昔の

お墓であり、土葬という事で、お墓を一まとめに寄せるという事が難しいと聞いており

ます。１１ページの方に写真を付けおりますが、こちら墓地を畑の斜面の方に拡張し、

そこに息子様を埋葬されたいというご希望の様です。墓地の申請につきましては、事前

に住民課に墓地の事前申請が必要です。こちらの方は住民課の事前審査を通っており、

周辺の、隣家の方の同意も得られていると聞いております。墓地用地の拡張の候補です
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が、１１ページの赤で塗りつぶした箇所、これ１筆全部が、○○○様の畑でして、そこ

の下の方が実際に居住されている自宅です。周辺隣地はありません、完全に○○○様の

敷地内の裏の墓地を拡張して、２５㎡ほど、約５ｍ、５ｍ位の大きさのものを作られ、

そこに埋葬されたいというご計画の様です。畑地が農振農用地内ですので、農振農用地

から除外された後、農地転用の申請をされる計画であります。 

 

議 長： 下安井ですので、私が説明しますけれども、この写真にあります様に、先般、宇田川

保委員と二人で現地の確認に行きました、事務局から話がありました様に、下安井集落

の男性で、最年長者です。９４歳です。墓は増えますけれども、必要に迫り、今回農地

転用を希望されるという状況であります。 

 

事務局： 説明が悪く申し訳ございません。畑地が○○○㎡とかなり広大ですけれども、その内

の○○㎡を分筆され、そこだけを転用されるということです。農振農用地から外れるの

は、分筆した後の部分です。現在、下安井地内で地籍調査を行っておりますので、測量

等も、地積の方で進めていただいております。既に境界杭は打ってある状態です。 

 

議 長： これにつきまして、何か質問等ございましたら、お願いします。 

 

６ 番： 農振に入っていなかったら、届出をしなくても済むのですか。分筆でも。 

 

事務局： ２００㎡未満なら農地の申請は、５条の申請で通ります。 

 

議 長： よろしいですか。 

 

５ 番： はい 

 

議 長： 他に何かありませんか。 

 

委 員： はい 

 

議 長： 無い様でしたら、議案第２号、農業振興地域整備計画の変更に係る意見具申について、

賛成の方は挙手をお願いします。 

 

委 員： （全員挙手） 

 

議 長： ありがとうございました。全員賛成でございますので、原案通り承認いたします。 

  続きまして、議案第３号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題とし

ます。事務局より説明をお願いします。 
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事務局： １５ページの方をご覧頂ければと思います。農地法第３条の許可申請が提出されまし

たので議案に挙げております。○○○○さんからの申請です。○○の○○○○○○でも

中心となって頑張っておられる方ですが、そちらの方に、宮市の３名の方の農地を、全

て○○○○さんに所有権移転をするという内容です。所有権移転を申請された農地につ

いては、１６ページの方に記載していますが、○○から○○に抜ける町道があります。

そこの○○宮市側から○○の○○○をくぐった先の用地です。写真を付けておりますが、

現在は完全な耕作放棄地で、木が生えＢ判定のような農地です。この農地は、複数の地

権者、○○○○さんも含め、○○○さん、○○○○さん、○○○○○さん、４方の農地

が混在している用地です。この農地の窪直しをされたいというご希望です。ひとまず、

○○○○さんにすべて農地を集め、最終的に土地改良法に基づかない農用地整備、窪直

しを進められたいという計画を立てておられます。写真では、農機具小屋も建っていま

すが、取り壊され、若干町道よりも低いので、建設工事で余った残土を入れられ、出来

るだけ平にし、そこを農地にされたいとのことです。この赤色に塗っております箇所の

申請地の中には、水路があります。水路につきましても、付け替えの申請を今後検討さ

れていると聞いています。これについては建設課で認めるかどうか、ということになり

ます。そのような計画をされておられます。ここに水稲を作られるかは確認してはおり

ませんが、農地として使いたいというご希望です。○○○○様は、○○○○○○○○で

中心となりされておられ、下限面積の０．５ａはクリアしております 

 

議 長： 委員の方のコメント、見山委員お願いします。 

 

２ 番： 先程、事務局の方から言われたとおり、この現場はちょっと道から下がった所で、木

も生えており、埋め直して、道の高さ位にしたいと言っておりました。水稲を作りたい

と言うことですので、良いのではないかと思っております。荒れ地に成っておりますと

ころが農地に成るので、良いのではないかと思います。よろしくお願いします。 

 

議 長： それではこれにつきまして、質疑に入りたいと思いますが、何かございますか。 

 

５ 番： 余談な事を聞きますけれども、何か補助金でも有るのですか。 

 

事務局： ありません、全くご自分でされます。 

 

２ 番： 自力で、たまたま泥が有るそうです。それを持って来て入れたいと、○○○○に出て

おられるので、その現場の泥を持ってきて。 

 

５ 番： そういう事ですか、分かりました。 
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事務局： 水路の付け替えなどもすべて自分で測量を頼まれるとのことです。正式な土地改良法

に基づく手続きをされますと、１年とか２年、かなり時間が掛かってしまいますので、

そちらの方は考えていらっしゃらない様です。 

 

議 長： 他に何かございますか。ございませんか。無い様でしたら、議案第３号、農地法第３

条の規定による許可申請について、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

委 員： （全員挙手） 

 

議 長： ありがとうございます。賛成ですので原案通り承認いたします。これで議事は終了し

ましたので、その他に入りたいと思います。利用状況調査及び荒廃農地調査について、

お願いします。 

 

事務局： お手元の方に議案とは別に資料１を用意しております。こちらの方をご覧頂ければと

思います。農地パトロール利用状況調査と合わせて荒廃農地調査は、毎年農業委員さん

を中心に実施していただいておりますが、例年ですと、１０月からスタートです。毎年

出発式を１０月中にされ、年内に終わられるというスケジュールを組まれておられると

思います。先程会長さんからもご挨拶でおっしゃられました様に、今年から、２カ月ほ

ど前倒しでお願いをできればと思います。８月からスタートのスケジュールを事務局で

案を作っております。２ページ目をご覧頂ければと思います。１つは、先月の森井さん

のお話にもありました様に、遊休農地の課税の強化に対応した利用意向調査の実施とい

うことが必要になっております。遊休農地は、固定資産税の課税強化の対象となります。

それには一定の条件があり、簡単に課税強化されるものではありません。来年度の平成

２９年度の固定資産税にその結果を反映させることとなりますと、固定資産税の基準日、

賦課日が毎年１月１日になっており、１月１日現在の状況で、平成２９年度の固定資産

税を決定するということになっています。そのためには１２月中に、農業委員会から、

課税強化の対象の農地がある、なし、という報告を税の担当課に示す必要があります。

そのため、この様な形で、２カ月前倒しのスケジュールにさせて頂いています。２ペー

ジ目の上の方に利用状況調査は８月頃としておりますが、実際には、真夏の暑く、草が

一番生えているこの時期に、農地パトロールをしてもなかなか調査がしにくい、皆様に

も大変な体力を使うということもあり、実際には１０月がメインにはなろうかと思いま

す。８月に、昨年度利用状況調査に対応した利用意向調査を、各委員さんに回って頂き、

それぞれ文章で、「自ら耕作します」又は「中間管理に出します」、あるいは「誰かに任

せます」など意向を聞いていただきました。それが、６ヵ月経過して、実際、意向どお

りに耕作されていらっしゃるのか、或いは誰かに任されたのか、或いは中間管理に出さ

れたか、ということを今一度、確認が必要ということです。利用意向調査発出後から６

ヵ月経過しても何の表明も無かった場合、不在地主で連絡を取る事が出来なかった方に

ついても、今一度確認調査が必要です。８月頃にこのようなことを重点的に進めていた
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だき、従来通りの農地のパトロールは１０月で今まで通りお願いし、１０月中に完了す

れば、このような手続きに間に合うのではないかなと思っています。実際にどのような

場合に課税強化になるかと言いますと、利用意向調査の結果で、最終的に農地中間管理

機構に協議をしなさいと農業委員会が勧告をした場合に、課税強化の対象になります。

対象となる農地はあまり無いとは思いますが、利用意向調査自体を早めにしないと、こ

う言った事務処理に間に合わないということもあります。私どもの都合もありますが、

この様なスケジュールでお願いが出来ればと思います。３ページ目に遊休農地の課税強

化の資料を付けております。具体的に、どう言った場合に課税強化の対象に成るのかと

いうことが簡単に書いてあります。まず、中間管理機構と協議すべきことを勧告した農

振地域内の遊休農地が対象となります。非農地Ｂ判定に成っているものは対象外であり

まして、Ａ判定の物で農振地域にある遊休農地が課税強化の対象となります。全く機構

への貸付もしない、自ら再開もしない、何の意向も表明しないと言う方に勧告協議を農

業委員会としてしなければならないことになっております。何の意思表示もされないと

いう方に対しての課税強化ですので、何らかの意思表示を表明されれば、こういったこ

とをする必要はないということです。ただし、中間管理機構に預けるといっても、担い

手がいなければ受けないではないかということもあります。所有者が機構への貸付の意

思を表明していらっしゃれば、機構側の事情で貸し付けが行われなくても、機構が受け

なくても勧告が行われることはありません。とにかく所有者が自分で作るか、中間管理

に預けるか、誰かに預けるかなど何らかの意思表示をされればこの対象にはならないと

いうことです。課税強化となると、固定資産税が１．８倍になると記載してあります。

この実施時期は来年度からですが、今年度の１月１日現在の状況で来年度が決定されま

すので、今年度中にこの辺りを確認する必要があります。この課税強化と合わせて、軽

減措置もあります。５ページ目に、農地中間管理機構に貸し付けた農地の課税軽減とあ

ります。対象につきましては、所有するすべての農地をすべて中間管理機構に１０年以

上貸し付けた方については、固定資産税がそれぞれの期間に応じて２分の１に軽減され

ます。貸付期間に応じて、５年間や３年間となります。貸し付けた農地の固定資産税が

２分の１に軽減するという措置が新たに出来ました。飴と鞭と言いますか、課税強化す

る一方で、すべての農地を機構に預けられると固定資産税が若干ですけれども、期間限

定で軽減される措置も新たにできております。６ページ、７ページに平成２４年に江府

町農業委員会で、農地パトロールの実施要領を作成されていますが、第２条でパトロー

ル期間は９月～１１月と定めて頂いております。これを８月からに変更がお願いできれ

ばと思っております。その他（１）についてはこちらの方は以上でございます。 

 

議 長： ただいま事務局から説明がありました様に、昨年の意向調査、Ａ判定、確か２３ｈａ

位ありましたが、それを皆さんに聞いてもらっているのですが、それの確認調査を８月

頃から始め、実際の従来していたパトロールは、１０月頃にしてはどうかという事でご

ざいます。その辺どうでしょうか。特にパトロールは農地部会の方でかなり主体的にし

てもらっていたので。 
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１３番： 農地パトロールにつきましては、今までは県下一斉に８月からスタートしていた訳で

す。それで南部町とか倉吉市は８月から進めておられる訳です。今年も事務局が説明さ

れました様に、課税強化という１つの目的がありますので、それを進めて行かなければ

いけない訳ですから、８月からという事で今年は十分いいと思います。それから、今ま

でなぜ１０月からしたかという理由の１つは、水稲が完全に実りますから、その後も実

った後にすぐ確認できますという事で１０月に今までしていたわけです。事務局が言わ

れました様に、目的がありますから２カ月早めにスタートしても、十分良いと思います。

１０月にパトロール式を進めていたわけですけれども、８月の時点でちょっとそういう

セレモニーをして、パトロールをして、後は個々の担当別に分かれて、随時その担当者

と、ペアに成る方と一緒になって、時期を見て進めても可能です。そういう方向でして

はどうでしょうか。それからもう１つは、意向調査の中で１年後に、意向調査の中で作

りますよと、言う方も確かにおられましたので、その辺の１年後の経過を見るのも大事

なことですし、出来れば８月という事で、ちょっと前倒しで進められたら如何でしょう

か。 

 

議 長： 今までは出発式で「エイエイオー」を１０月にしていましたよね。それを８月にする

と言う事ですか。事務局側がそうであろうと８月はやるのだけど。 

 

事務局： 出発式は特には。 

 

議 長： だから出発式は１０月で、実際８月にやるのは、昨年した分の意向調査の確認、作り

ますとか、預けますかに対する確認をして８月にしたということになります。 

 

１３番： パトロールをした後にある程度集約した時点で意向確認を。 

 

議 長： 去年実施したところ２３ｈａ出ました。それで意向調査もしました。それぞれ行って、

それの再確認、確認をしないといけないということです。税金のための意思表示をして

もらわないといけないわけです。 

 

事務局： 税金のためと言いますか、当然６ヵ月後に経過しても意向表明が無い場合とか、実際

に意向表明された内容で本当にやっているのか、ということを確認する必要があります。 

 

議 長： それをしないと課税の対象になる訳でしょう？ 

 

事務局： 最終的に意向もされない方には、農業委員会の方から中間管理機構と協議するよう勧

告しないといけないという手続きになっています。 
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議 長： それをまず８月にして、実際に現地を回るのは条件のいい１０月にしようという事で

はないですか。 

 

事務局： 出発式は８月でも１０月でも一緒のことですので。 

 

議 長： ８月にするのですか。そこがちょっと。 

 

事務局： それは皆さんにご検討を頂いて。 

 

議 長： ８月に出発式、そこなんです。 

 

１３番： それと、もう１つは他の方へのＰＲも大事ですから、８月の時点で農地が大切ですと、

分かって貰う事の大きな意味も含めていますので、広い意味で８月がほんとにいいと思

いますね。特に放送をしてもらったりして。いろいろ進めて行かないと。 

 

２ 番： 良いですか、この課税については、一般の人には周知は税務課の方でするのですか。 

 

事務局： いえ、それはまだ十分には出来ていません。実はこの後、農業委員会だよりの編集委

員会の案の中にも来月号にそう言った辺りを載せさせてもらおうかという計画をさせ

てもらっています。住民の方はおそらくご存じないと思いますので。 

 

２ 番： 分からないと思う、急に出しても怒られるようになる。周知をしないと。 

 

事務局： 周知はまだ徹底してないです。ご存じないと思います。 

 

議 長： 来月号の町報の農業委員会だよりの方にちょっと触れて、「だいたいこういう物が有

りますよ」で実際には農業委員が去年行った所に確認に行って、「もし何も立証されな

かったら課税の対象になりますよ」と言った話をしないといけないという事でしょ。 

 

事務局： そういう事に成ってしまいます。 

 

２ 番： それも良いけれど、チラシみたいな物を作る予定はないでのすか。課税の関係の。町

報に載せても読むか読まないかという事もあるし、読まない人が悪いけれども。その辺

も予定していたらどうか思います。 

 

１３番： せっかく農業委員だよりもある訳ですから、その中に項目を設けて、チラシよりも項

目を設けて提供した方が良いと思います。 
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事務局： 回れる時にそう言ったチラシが有った方が説明しやすいという事もあります。 

 

１３番： 回る時は、農業委員が回るので、それは関係ないけど。ただ一般的に。 

 

事務局： 簡単なものは、既製品もありますし。 

 

２ 番： ごちゃごちゃ書いてあっても分からないので。簡単にわかる物が良いと思いますが。 

 

１２番： 意思表示が有れば課税対象に成らないから、何らかの意思表示が有れば。 

 

１３番： 広報誌には決定してから農地パトロールを始めますよ、という事も知らせてあげない

といけないし、もう１つは結果、課税強化と言うのも新たに出て来ますよという事もＰ

Ｒしないといけないし。広報誌にそういう形で進めたら。 

 

６ 番： 事務局で分かるでしょ、昨年の利用意向調査の農地が、それを出して貰えれば各自で

確認を先にすれば良い事で。 

 

２ 番： その人は良いけれど、また新たに出てくる事が有るので皆さんに知らせないと、去年

のだけではなくて、農家の皆さんに全部知らせないと、また新たに出た時に去年の分を

見たっていけないので、皆さんに知らせないといけないと思う。 

 

５ 番： 農地は課税が軽減してあるんでしょ、この間の説明であった、農地は固定資産税が軽

減してあるでしょう？今。 

 

事務局： 軽減と言いますか、固定資産税の方は、農業委員会から見る耕作地目、登記上の地目

と違い、完全に現況主義で税の方が、仮に田んぼであっても実際が原野でしたら原野で

課税しますので、そういう意味での軽減という事であればそういう事です。 

 

５ 番： 税率が違うのではないの、税率というか、評価額が違う。 

 

事務局： 評価額が違います、田んぼと原野では。 

 

６ 番： 低いのでしょ、農地は、現況かその時の。 

 

事務局： 田よりは原野の方が低いという事です。雑種地とか。荒かしてない田の方が税金が高

いという事です。現状は。 

 

５ 番： 農地の方が高いのですか。 
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事務局： 現況で、結局、山林も本当の地目は田でも、実際に荒れており原野であれば、税の方

は原野で課税します。 

 

５ 番： 原野の方は、利用価値が低いので固定資産税は低い訳なのですね。 

 

事務局： はい、そんなにすごい差ではないのですけれども。実際にはそうです。 

 

６ 番： それを基に、田んぼなら田んぼの税に戻るといことでしょ、要するには。 

 

２ 番： 高くなる。 

 

６ 番： 高くなるというか、今まで安かったので、作って無かったので、田んぼにしてある農

地なのに。 

 

事務局： 結局何の意思表示もせずに、土地も動かされずに、農地の塩漬け状態を何とかしよう

と言う事でこの様に成ったのではないかと。 

 

６ 番： そうすると、前回、２、３ヶ所、現実的には農地が沢山あってそこに杉が生えたり、

山に成っている所も現実にありますよね、そういう所もする訳。Ｂだけでしょ。 

 

事務局： 違います、Ｂはしません。 

 

議 長： Ａは確かに去年２３ｈａあって、その分は先ずやって、新たに出ていればしないと。 

 

６ 番： たびたび出ているのが、町として、もう農地除外するとかはっきり区別してしまわな

いといけないな、と言う話は毎年出ていることで。 

 

１２番： 出る可能性があるとすれば、農地パトロールを早くしないといけないという事も起こ

りうる。 

 

１３番： ８月からという事でどうですか、良いですか。そういう形で進めたら。 

 

議 長： 夏に出発式をしますか。 

 

１３番： 出発式は１０月でも良いと思いますが、８月が良いですけれども。その辺のところを

協議してもらって。 
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議 長： 今、しようとしているのは、まさに８月からやるんですけれども、セレモニーで、エ

イエイオーではないですけれども、やりましょうと言って手を上げてしますよね、あれ

を１０月で良いのか、８月にするのか。 

 

１３番： あれは周囲へのＰＲですので。 

 

６ 番： １０月にして、１０月の１日目は皆一斉に回った方が良いのでは、８月に回るならい

いけれど。 

 

１３番： 回るなら担当地域が決まっている訳ですから、その地域の中で作戦をたてながら進め

たら良いのではないですか。一応８月にやって。 

 

６ 番： エイエイオーをして、皆回ってこなかったら。 

 

１３番： ８月の出発式の時には、ＪＡから協力をしてもらったり、日野総合事務所から来て貰

ったり、農地中間管理機構から来て貰ったりして、そういう形で編成して、７班か編成

して進めて、ＰＲを込めてやっていますので、それを８月の時期に１回したら、後は個

別に、個々にグループの中でパトロールを進めたら如何でしょうか。 

 

１１番： ８月にして頂いて、自分たちの都合で回れる訳で、調査する分を回る時に他も一緒に

回らせてもらったりすれば良いですから、８月に出発式をしてしまったらどうですか。 

 

１３番： してしまってね。そう思います。 

 

議 長： では、１０月ではなくて８月にスタートを切るという事で、セレモニーもやってしま

うという事ですか。皆さんがそれで出来れば。 

 

９ 番： それをしないと流れに成らないのでは。 

 

１１番： どうせ調査に行ったりするので。 

 

１３番： ７班に分かれてやっていますので、そのメンバーの中で話し合って。 

 

１１番： それが良いかもしれないですね。そうしましょう。 

 

議 長： では、８月に出発式をすると言う事で、了解いただけますか。 

 

委 員： はい（全員） 
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議 長： 日にちはまた調整して。 

 

事務局： 農地部会さんでもう一回きちんと詰めていただいて。 

 

議 長： 農地部会の方で具体的にその辺のやり方は。 

 

１３番： 去年と同じ、例年通り進めるだけの事です。要は編成をどういった形でするか、何班

に分かれて、協力をお願いしないといけませんし、ＪＡとかいろんな地区の人に。 

 

６ 番： ８月の終わりですね。８月の農業委員会できちんと日程を決めて、という事になりま

すね。 

 

１３番： 一応、班編成とか、こういう形で行きますよ、という案を作って、農業委員会にかけ

て、出発式は８月の下旬位で、一番いいと思いますが。 

 

６ 番： ２０日過ぎですね。 

 

議 長： ８月の下旬。 

 

１３番： ８月の下旬位が。その辺は事務局で編成をどういう形で行くか、打診をしないといけ

いない。 

 

議 長： ８月に、前倒しですると言う事で、８月にしてしまうと。農業会議の森井さんの意向

も、８月にやってくれと言っておられましたので。 

 

１３番： 去年は森井さんと一緒でして、パトロールを一緒にずっと回っていました。 

 

議 長： 詳細はまた後日検討するとして。 

 

５ 番： ちょっと１つだけ教えて下さい。非農地Ａ分類についてでしたね、今の話は、Ｂ分類

の方が酷い訳ですか、対象外でしょう。だから見ない訳ですね。課税の関係はどうなっ

ているのですか。 

 

事務局： 課税の関係は、今まで通り現況式で、山林なのか、原野なのか、雑種地なのか、本来

Ｂ分類に成っているのは非農地証明を出して農地から外す、と言うのが筋の様です。け

れども、先程から、前回農振が引っかかっていまして、そういった事が出来ないという

事があります。農振の方を進めて行かないと。 
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５ 番： 変な話ですけれども、Ｂ分類も農地で残っているのでしょ、Ａ分類の悪い分ほど、罰

則を、そういう事ですね。確認できるのは。 

 

事務局： そういう事です。おかしな事ですけれども。 

 

議 長： 農振除外をして、非農地にしないといけい。 

 

事務局： 本当はＢ分類を農振から外さないといけないのですけれども。 

 

議 長： また元に戻ってしまいますね。 

 

５ 番： なかなか難しいな。 

 

６ 番： 畑なんかすごい面積がある。 

 

議 長： では、そういう事で、前倒しで８月にスタートという事で、決まりました。では、続

きまして２番目、新たな農業委員会の組織等の検討について、資料を貰っておりますの

で、事務局の方から説明をお願いします。 

 

事務局： 失礼します。資料２をご覧頂ければと思います。先月の農業委員会の総会で、今後の

新しい農業委員会の組織体制については、農政部会様の方で検討して農業委員会として

の案をつくる。最終的には農政部会様の方で検討していただくのですけれども、その前

座の資料２を用意させていただいております。この度の新しい法改正で、新しい農業委

員の定数の上限は、法令で１４名以内と定められております。これは農業者数や農地面

積の規定により、自動的に１４名以下という事に成っております。ただし、国の方では

推進委員を委嘱しない農業委員を除き、現行の半分程度と線を設けております。この辺

りは、最終的には町が定数をどうするかという事にもなって来ると思います。新しく出

来ます農地利用最適化推進委員の定数の上限は、ここの資料では６人から８人とさせて

頂いております。最適化推進委員の各市町村の割り当ては、農地面積の１００ｈａに１

人で算定しなさいと決まっており、この農地面積を、何を根拠にするかによって人数が

変わってきます。１ページの下の方に江府町の農地面積、ちょっとデータが古いのです

けれども、農林業センサス２０１０では５１９ｈａに成っておりますので、単純に１０

０で割りますと、５．１９、１未満の端数が出た時には切り上げるという事ですので、

６人まで委嘱が可能です。農地台帳とか農地統計のデータを見ますと、７５０ｈａ、７

７０ｈａでありますので、これですと８人委嘱出来ることになります。この農地面積の

算定について、何を使うかは各市町村の考えということです。日野町は、農林業センサ

スを使われたと聞いております。この農林業センサス２０１５では、５００を切るよう
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な値になります。そうするとここが５人と言う事に成る可能性もあります。まだ、２０

１５の確定バージョンが正式には出ていませんで、２０１０でここの資料には挙げさせ

て頂いています。２ページ目には、これは農業会議の方が以前作られたモデル定数を日

野郡だけ抜粋し、ここに掲載しています。日野町、日南町が２段書きに成っております

が、上の方が改正前で、下の方が改正後です。日南町は先月もお話がありました通り、

１３人の農業委員を１０人に減らされて、新たに最適化推進委員③番の方になりますけ

れども９人の計１９人、１３人から１９人に増やされていらっしゃっています。鳥取県

下で、最初に移行された町でございます。日野町は６月の議会で通ったのではないかと

思いますが、農業委員を５名、最適化推進委員を３名、推進委員をセンサスだと２４０

ｈａ位で３名という非常に少ない人数で、委嘱を検討されています。以前の１１名から

８名に減らされ、日南町とは逆の取組みをされていらっしゃいます。江府町の場合は１

３人、現在選挙１０名、推薦３名ですけれども、この人数をどうするか。農業会議のモ

デル定数では最適化推進委員を６名の試算をされています。仮に６名とされますと、現

行と同じ水準で農業委員さんを見ると、７名の農業委員、最適化推進委員が６名となる

モデルを農業会議は出しています。３ページ目はこれも、最適化推進委員をどのような

地区割りにするか、あるいはどれくらいの人数が必要かの簡単な参考資料として付けさ

せて頂いております。これは２４年のデータで古いのですが、それぞれ１３人の委員さ

んに、それぞれ地区ごとにこの様に割り当てを頂いており、１人当たりの担当の農地面

積が大体５３ｈａという数値が出ております。今月の２５日に農業委員会会長と農業委

員会事務局長会議があり、この中で農業会議が今現在の各市町村の意向を全て集約され

ており、そこでまた各県内市町村の検討状況の資料が出てくるのではないかと思ってお

ります。農政部会でこういった資料を見て頂きながら、検討を進めて頂いたらと事務局

では考えております。資料２については以上です。 

 

議 長： 農政部会の方で検討いただくのですけれども、大体イメージ的には、こういう感じで、

地域をそれぞれ網羅しないといけないということです。担当委員がそれぞれ入っておら

れるという事で、面積的には５３ｈａくらいが平均ですが、今後推進委員の数、それか

ら農業委員の数によって割振りが変わって来るのかなという感じはします。事務局が言

いました様に、今度農業会議の方でも全県下を統一したような形の考え方を示すという

話もこの間ありましたので、その資料も参考になると思います。県の考え方はやはりセ

ンサスを使っているのですか？このデータで６人というのは前から聞いている話です。

推進委員の方は、それと農業委員は大体半分にしなさいという事で６人、１３名ほどの

形になるのかなというのはあります。日野町あたりぐっと減らされたのは、面積が少な

いと言えば少ないですが、センサスでやるか、統計の面積かで２人位違って来る訳です。

そこをどういう風に考えるかです。大勢が良かったら、これまでこうして来ました、と

いうことにするのか？対外的にはセンサスは全国統一したものですから、それで行くの

であれば、日野町みたいに減らすという様な形になるのですかね。 
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１３番： やっぱり考え方としてはどういう形かちょっと分からないのですけれども、平たん地

の場合と江府町みたいな中山間地の場合でしたら、推進委員をどういった形で置くのか、

特に推進委員は農業委員が委嘱するようになっています。この人に推進委員をお願いし

ますという形をとっていますので、中山間地の状況を見てある程度推進委員に成る方の

枠を決めるという事が大事になると思います。平地の場合と中山間地の場合、集落を越

えたら集落以外の農地は分からないケースが出て来ますので、今までは皆さんよく知っ

ていますから、こうやって法令業務が遂行できる訳ですけれども、その辺の事も踏まえ

てやったらいかがでしょうか。 

 

議 長： 地域割りと言うのはよその集落は分からないという事もありますので、大勢いるより

各集落に１人くらいはいてもらった方が分かると思うのですが、そこまでは行っていな

いと思うので、地域割りが全部網羅された形の推進委員の配分とか、それから農業委員

も一緒になってやって行くのですから、今の農業委員は１３名おりますが、たまたま農

業委員と推進委員と違うだけであって、地域は同じ考えをしないと、農業委員だけ町の

人ばかりと言う訳にも行かないので、地域割りの話になると思うのですけれども。 

 

１３番： その辺は農業委員が一緒になって考えて。 

 

議 長： 地域を網羅するような形で。 

 

１３番： 日野町が分からないですね。日野町も中山間地域ですけれども、定数が減っているが、

変わっても役割とか責任は同じですので。 

 

議 長： さっきも説明があった様に、センサスで行かれたので２４０ha 位しか無い。だから

２．４人で切り上げして３人に成ったということです。センサスを使って少ない面積よ

りは、農林統計の方にしておいた方が人数は確保できますよね、日南はどっちで。 

 

事務局： 日南は確認しておりません。 

 

議 長： 面積が広いですからね。そういう事ですから又資料を貰いますので、農政部会で検討

をお願い出来たらと思います。これにつきまして以上でよろしいですか。それでは３番

目の視察研修等について、毎年行っている研修ですけれども、コースも案も考えなけれ

ばいけないという事で、過去の事例を集約してもらっていますので、説明をお願いしま

す。 

 

事務局： 資料３をＡ４で１枚付けさせて頂いております。過去５年間の農業委員会が行かれま

した視察研修先の主なテーマと研修先、期間を簡単にあげさせて頂いております。様々

なテーマを毎年組んでいただきまして、研修を方々に行っていただいております、予算
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的には平成２３年から同じですけれども、旅費につきましては町からは４万円を上限で

予算を組んでおります、ただ毎年報酬からの積み立てを頂いておりますので、そこから

の分を使いながら研修に行かせて頂いております。事務局的には何か案は作っておりま

せんが、新しく同じ様な中山間で既に新しい農業委員会制度に移行された農業委員会を

見られたらどうかと、こちらの方では思っております。この辺りは皆様の大体の時期と

テーマを出来れば来月中に決めて頂ければ、事務的にはスムーズに行くかなと思ってお

ります。 

 

議 長： ここには平成２３年から載せてありますけれども、これを見ると日にちは大体決まっ

ていますね。大体１０月下旬、２３、２４、２５の辺で行きますので、今年もこんな感

じかな、という気はするのですけれども。要はテーマですね、何をメインテーマで絞っ

て行くかということです。先ほど事務局も言いました様に、新しい最適化推進委員が出

来た所の視察をする。江府町と同じような条件、３千人くらいの所で中山間を選んで行

くかなと思っておりますが、他にもっと何かあれば、皆さんの意見を頂戴したいという

ことです。 

 

１３番： 県外でも今の農業委員が変わってされている所がありますね。事務局が言われた様に、

そういった所も１つ参考に成る所が有れば見させて頂くのも良いのではないでしょう

か。県外でそういう所も有るはずですから。同じように先行して、後推進委員はどうい

う風に進めておられるか、そういった所も勉強しながら、１つの案としては良いともい

ます。 

 

議 長： 近くでは日南町さんが鳥取県トップバッターでやられたので、全国の中で日南町と同

じ様な所も有ると思いますけれども、 

 

１３番： １つの案としてそういう所を見たりして。 

 

議 長： 変わり目ですので、やはりどういう風に進めて行くか参考にしないといけない所があ

ると思います。全国と言ってもあまり遠い所はバスの関係もありますので、あまり遠く

ない所で江府町と同じような条件の中山間で既に移行という形で推進委員さんを作っ

て活動されている所を選んで行くという事も今の実際から言ったら、出来るのかなとい

う所です。 

 

１３番： これ以外にないですか、平成２３年以前の頃で、耕作放棄地を解消された所を、四国

の方ですけれども、それも平成２３年以前の事です。そういう所を、農地を埋めにして

六次産業化で進めている愛媛県とか、それから徳島の方も同じような形で見て来ました。

そういう所で非常に勉強に成った所も有ります。 
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議 長： １つはさっき事務局が言いました様に、今の最適化推進委員さんを既にスタートして

おられる所を１つはあります。後もう１つさっき言われた形の物や、他に何かあればと

いう所です。研修に行って行きっぱなしでもいけないし、行った結果を活かす、成果を

上げるという方向で取り組まないと、行きっぱなしで行ったら、何しに行ったのだとい

う話になっても困るので。それともう１つ、ここで言っても良いか分かりませんが、ち

ょっと聞きましたが、議会さんの研修は５万円、うちと差がついているのですか。 

 

１３番： そういう話をしても良いですか。 

 

議 長： 事実です。必要であれば出せば、予算措置はしてもらえるのかな、という感じの話で

すけれども。 

 

１３番： 素朴な疑問は持っているのですけれども。 

 

６ 番： それは、議員さんと給料が違うという事、議員さんは元々が高いので。 

 

１３番： それもいろいろ経緯があって。 

 

６ 番： 年収２百万、３百万位もらっているから。 

 

議 長： 研修の方です。 

 

６ 番： 元々が違うので、何もが差が付けてあるのでは。全然確執が違うので。 

 

１３番： 町長から言われました。前に議会も減らすから、農業委員も減らしてくださいという

ことです。１万円減って、それが、いつの間にか議会の方が、復活して、という様な事

に成っていて。 

 

１１番： 前は同額でした？ 

 

１２番： 財政再建で減額して、議会は挙げて、農業委員会はそのままという事なら、もう一度

元に戻せばいいのでは。 

 

議 長： 議会は下がっているのですか、そのままで行っているのですか、良く分からないので

すけれども、もらった分の成果が無いと、お金ばかり使ってと言われても困るので。 

 

１３番： どういう目的で行くのかという事を２つか３つ案を作って事務局の方で検討してもら

う。もう１つは、農業委員会はある程度経過していますが、農業委員はどうしても他の
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方から見た時に、農業委員はどういう風に見えるかとか、農業委員はどういった事をし

ているか周囲には分からないので、そういった所の面から、農業委員で一面されている

所、そう言う所も研修して見ればどうかと思って。これは１つの案ですけれども。 

 

１２番： 去年の日程が、せっかく予定を組まれても、ダブって行かれなかった人がいる。事務

局が他の団体、特に去年は老人クラブの運動会と、今年も年金友の会が１０月２６日、

２７日と言う様な、そう言った情報収集をして、日程が集わない様に計画をしてもらえ

れば。 

 

１１番： 去年は、農業委員会の方が先に決まっていたのです。私もちょうど日にちが集ったも

のですから、老人クラブの事務局の方に申し入れしたのですけれども、町内にはいろん

な団体が有って、いろいろ行事が有るので、そう言ってもらってもなかなか出来ないと

いう事でした。仕方なかったのですけれども、極力そう言った事業と集わないような日

程にしてもらえれば結構だと思います。その辺りもよろしくお願いしたいと思います。 

 

議 長： テーマと場所と日程という事で事務局にお願いしたいと思います。４番目、平成２８

年度集落別生産数量目標配分表について、１枚用意してもらっています。佐藤委員が再

生協議会の関係でさておりましたけれども、再生協も、もう辞められておりますので、

こう言う事になりました。私もよく説明できないのですけれども、要は備蓄米ではなく

て、加工米で行きましょう。加工米でなくても一般米を作っても良いと、枠が空いてい

ると言うか、十分に対応できるという事で、結局加工米は無くなったという。 

 

局 長： 加工米は、実は２８年産から今までは備蓄米という事で取り組んで頂いていたのです

が、ＪＳＬの方が、備蓄米の取組みを辞めるという事で、とにかく食糧米で行くとく事

です。出荷調整の方をさせて頂いて、江府町が今農家２４ｈａ、日野町さんも若干です、

日南町さんがたくさんいただいておられまして、ただ西部管内では実際的には６０くら

い枠が余ったという状況で、先般、皆さんにお世話になりまして、４日、５日と転作確

認をさせていただいて、今数字の確認を行っている所です。 

 

議 長： 加工米でなくても良いと、保管米で作付けが出来たという事の結果の様でございます。

各集落別に、これは水張面積ですから４７４ｈａですか。 

 

局 長： 当初うちの方に食糧米の割り当てが２７９ｈａ、転作の方が１９５ｈａあって、今年

も昨年と同じ、とにかく作れる人は作って下さい、その代わり一応、転作に出た分には、

加工米カウントをさせて頂いて、その物は下の方から持ってきて全部食糧米に枠が来て、

食糧米にすると言う中ではあったのですが、なかなか思う様に数字が伸びなかったとい

うのが今の現状です。 
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１２番： 年々増える。転作面積が。 

 

議 長： 農業公社の３６番は、これはまだ契約が残って自分の所でしないといけない分ですか。 

 

局 長： 当初、平成２７年で３ｈａほど利用権設定が残っているのがあった部分と、この間、

芦立大和君が本格的に米を作りたいという事で、１ｈａほど公社の方から一旦排除して、

また元の耕作者の方と契約を１ｈａにした関係で、公社の方も３ｈａから２ｈａに減っ

た所です。 

 

議 長： 各集落別の水田面積、水張面積が出ておりますので、それぞれ確認をしていただけた

らと思います。続きまして、５番目の平成２８年度人権・同和問題小地域懇談会出向者

について説明をお願いします。 

 

事務局： 資料５の方に、江府町人権・同和教育推進協議会から本年度も出向者のお願いという

依頼がありました。資料５の裏面の方に昨年度の班編成の表をご参考までに付けさせて

頂いておりますが、この日程につきましてはまだ正式には決まっておりませんが、おそ

らく昨年と同じように１０月から１１月で実施することになると思います。ここにも書

いてありますがご都合の悪い農業委員さんがいらっしゃるようでしたら予め事務局へ

お知らせ頂ければという内容でございます。これにつきましては以上です。 

 

議 長： これは平成２７年度の実績でございますので、今年はまた割振りは違って来るかも知

れません。農業委員には来ますので、都合が付けば出来るだけ行っていただきたいとい

う所です。これはよろしいですか。次は６番目、新たな農業委員会憲章について、お願

いします。 

 

事務局： 失礼します。資料６の方ですが、全国農業会議から、今年会長さんも行かれました全

国農業委員会会長大会で新たな農業委員会憲章が採択されたということです。資料６の

裏面の方に新たな憲章を付けておりますので、ご一読をお願い出来ればと言う物です。 

 

議 長： 大会の時に、この憲章を大きな声で読まれたのですけれども、今回、今年から農地利

用最適化推進委員が一体となってやるんだという所が強調されているという所でござ

います。 

 

１２番： 農業委員会の総会の前に皆で斉唱すれば。 

 

議 長： ３番目の所ですね、農業委員会は、農地利用の最適化をめざし、ここをえらく強調さ

れていました。担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規

参入の促進が最適化ですよと言う話でしたから。 



21 

 

 

１１番： 大事な事ばかり書いてあります。 

 

６ 番： 良い事ばかり書いてある、守らないといけない事ばかり書いてあるけれど、この通り

に行かない。 

 

議 長： 自覚しております。自覚しているという事で。 

 

１１番： 地域で率先して。 

 

６ 番： 腰も効かなくなるし、高齢者に成るし、反比例するから。現状は。人がいなくなって。 

 

議 長： まあ読んでおいて下さい。７番目、次回の総会、何かありますか、よろしいですか。 

 

委 員： ありません。 

 

議 長： 次回の総会は、事務局。 

 

事務局： 次回につきましては、総会資料の１ページ目に日程が書いてあります通り、８月１０

日水曜日、午前９時３０分からで宜しいでしょうか。 

 

委 員： はい（全員） 

 

事務局： 会場の都合がつかない時に午後にさせてもらっています。 

 

議 長： ８月１０日水曜日、午前９時半からで、その次、農地相談会の担当メンバーさん。 

 

事務局： これにつきまして、７月２７日水曜日、午後１時３０分から午後４時までという事で、

順番に行きますと、石原委員様と一二三委員様、よろしいでしょうか。 

 

１０番： 了解しました。 

 

１１番： はい、わかりました。 

 

議 長： では、お二方よろしくお願いします。以上で総会の議事、その他、終わりましたが、

何かありましたら。 

 

事務局： １点だけよろしいですか。総会の開催案内の前に既に紹介させていただいております
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が、７月の１３日に年金者連盟の農業者年金の年金加入推進の研修会があります。もし

ご都合がつく農業委員様がいらっしゃいましたら、私は出席させて頂こうかと思っては

おりますが、無い様でしたら私１人で行かして頂ければと思います。以上です。 

 

議 長： 何方かご希望者がございましたら農業者年金の関係。 

 

６ 番： これはもちろん農業委員が行っても良いけれども、貰っている人で行ってみたいと言

う人が有れば、そっちの方が。 

 

事務局： 対象では、農業委員さんや事務局しか対象者が書いてなかったので、加入推進を促進

する人が対象です。 

 

６ 番： これから入ろうかなと思う人でも良いわね。 

 

事務局： あくまでも対象が農業委員や私共で。 

 

６ 番： 実際、江府町は何人くらい貰っているの。 

 

事務局： ７０人ほどです。今お亡くなりに成ったりして、若干減ってはおります。本年度も４

名くらい年齢到達で新規加入される予定です。ただ元々農業者年金に加入されないと、

若いうちから入って頂ければ良いのですけれども、新規就農の方も、今何人かおられま

すので、そう言った方にお話をして行く位かなと思っております。 

 

１３番： 総会が終わりましてから、農地部会という事でちょっとお話だけ、中田さんと長尾さ

んと宇田川さんと清水さんと上前さんお願いします。ちょっとだけ話を、さっき言われ

た農地パトロールの件で。以上です。 

 

議 長： はい、会の編集委員もするのですか。 

 

１３番： 先に片付けますから。 

 

議 長： という事で終わります。今月号の町報の農業委員会だよりは、タイミングの関係もあ

ったのですが、甘草の植え付け今年３４０本、谷口さん、宇田川さんと私の所で分散し

て植えました。寒冷紗も掛けて、ただ苗はあまり良くないですね。三菱が大々的にやる

と言う事でしたのですけれども、小さいポットに種を撒いているものだから、貧弱な苗

で良くないですね。でもいろいろやって見てどうなるかという事で、谷口さんの所は黒

ボクですから、下安井の土壌とちょっと違いますし、標高も違うし、どうなるかなとい

う所で。３年目にいい結果が出れば良いかなと、これも鳥取力の９万円の補助金でやっ



23 

 

ています。そんな所でございます。もうよろしかったですか。 

 

１３番： 以上です。 

 

議 長： これで第２５回農業委員会総会の議事は終わります。 

 

 

 

 

平成   年   月   日 

 

    署名委員     １ 番委員 

 

 

    署名委員     ５ 番委員 


